降誕節第2主日礼拝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026年1月4日
「キリストに出会う」
イザヤ書60章1～3節
60:1 起きよ、光を放て。あなたを照らす光は昇り／主の栄光はあなたの上に輝く。
 60:2 見よ、闇は地を覆い／暗黒が国々を包んでいる。しかし、あなたの上には主が輝き出で／主の栄光があなたの上に現れる。
 60:3 国々はあなたを照らす光に向かい／王たちは射し出でるその輝きに向かって歩む。

ルカによる福音書2章22～40節
2:22 さて、モーセの律法に定められた彼らの清めの期間が過ぎたとき、両親はその子を主に献げるため、エルサレムに連れて行った。
 2:23 それは主の律法に、「初めて生まれる男子は皆、主のために聖別される」と書いてあるからである。
 2:24 また、主の律法に言われているとおりに、山鳩一つがいか、家鳩の雛二羽をいけにえとして献げるためであった。
 2:25 そのとき、エルサレムにシメオンという人がいた。この人は正しい人で信仰があつく、イスラエルの慰められるのを待ち望み、聖霊が彼にとどまっていた。
 2:26 そして、主が遣わすメシアに会うまでは決して死なない、とのお告げを聖霊から受けていた。
 2:27 シメオンが“霊”に導かれて神殿の境内に入って来たとき、両親は、幼子のために律法の規定どおりにいけにえを献げようとして、イエスを連れて来た。
 2:28 シメオンは幼子を腕に抱き、神をたたえて言った。
 2:29 「主よ、今こそあなたは、お言葉どおり／この僕を安らかに去らせてくださいます。
 2:30 わたしはこの目であなたの救いを見たからです。
 2:31 これは万民のために整えてくださった救いで、
 2:32 異邦人を照らす啓示の光、／あなたの民イスラエルの誉れです。」
 2:33 父と母は、幼子についてこのように言われたことに驚いていた。
 2:34 シメオンは彼らを祝福し、母親のマリアに言った。「御覧なさい。この子は、イスラエルの多くの人を倒したり立ち上がらせたりするためにと定められ、また、反対を受けるしるしとして定められています。
 2:35 ――あなた自身も剣で心を刺し貫かれます――多くの人の心にある思いがあらわにされるためです。」
 2:36 また、アシェル族のファヌエルの娘で、アンナという女預言者がいた。非常に年をとっていて、若いとき嫁いでから七年間夫と共に暮らしたが、
 2:37 夫に死に別れ、八十四歳になっていた。彼女は神殿を離れず、断食したり祈ったりして、夜も昼も神に仕えていたが、
 2:38 そのとき、近づいて来て神を賛美し、エルサレムの救いを待ち望んでいる人々皆に幼子のことを話した。
 2:39 親子は主の律法で定められたことをみな終えたので、自分たちの町であるガリラヤのナザレに帰った。
 2:40 幼子はたくましく育ち、知恵に満ち、神の恵みに包まれていた。



1 　
　2026年が始まりました。今日は1月4日です。2026年最初の主の日の礼拝を私たちはお捧げしています。その2026年最初の礼拝で共に聴きます御言葉は「イエスの奉献」とか「神殿奉献」と呼ばれている聖書箇所です。
　ヨセフとマリアが旧約聖書に記されている律法通りに誕生した幼子イエス様を抱いてエルサレム神殿に奉献に行ったところ、シメオンという恐らくは高齢の男性と、アンナという84歳になった女預言者の二人に出会ったその出会いの場面が描かれています。この物語は読む者に静かな感動を与えてくれる物語であります。
　「主よ、今こそあなたは、お言葉どおり／この僕を安らかに去らせてくださいます。
わたしはこの目であなたの救いを見たからです。」（29・30節）
なにか自分の役目を終えて、これで安心して神様の元に行けるというそのシメオンやアンナの姿に私たちは慰められるのです。それは「老兵はただ消えゆくのみ」という引き際の美学がここにあり、二人の姿に潔さを感じるから慰められて感動が与えられるというものあるかもしれませんが、長く長く待ち続けた救い主との出会いがどんなに大きな喜びであるのかがここを読む私たちに伝わってくるので私たちは心を揺さぶられるのではないかと思うのです。

2 　
　ヨセフとマリアはイエス様の生後40日してイエス様を神様にお捧げするためにエルサレム神殿に行きました。それはレビ記12章等に定められている規定に従って神殿奉献に来たのです。そして二人は「山鳩一つがいか、家鳩の雛二羽をいけにえとして献げ」たのです。これも律法に定められていまして、本来であれば1歳の雄羊をささげなければならないのですが、貧しくて雄羊をささげられない時は山鳩2羽か家鳩2羽で代用できるのです。ですからヨセフとマリアの夫婦は貧しい夫婦であったと考えられるのです。
　そこにシメオンという老人がいました。彼は正しい人で信仰があつく、イスラエルの慰められるのを待ち望み、聖霊が彼の上にとどまっていたと記されています。「イスラエルの慰められる」というのは「イスラエルの救い」のことです。神様が約束の救い主を送って下さり、その救い主によってイスラエルの民が慰められるのです。そして、救い主に会うまでは決して死なないと聖霊からお告げを受けていました。
　そんなシメオンが聖霊に導かれて神殿の境内に入ってきました。そこにヨセフとマリアがイエス様を抱いて入って来たのです。聖霊に満たされたシメオンは今若い両親に抱かれている幼子こそが神様が約束して下さった救い主であるとすぐに分かりました。だからこそ、幼子イエス様をその老いた腕に抱いて、神様を褒めたたえたのです。
　「主よ、今こそあなたは、お言葉どおり／この僕を安らかに去らせてくださいます。
わたしはこの目であなたの救いを見たからです。
 　　これは万民のために整えてくださった救いで、
 　　異邦人を照らす啓示の光、／あなたの民イスラエルの誉れです。」（29～32節）
　イスラエルの慰め、つまり救いを待ち望んでいたシメオンがこの救いこそは万民のためであり異邦人を照らす光であると語るのです。「全ての人を照らす真の光」イエス・キリストがきてくださった。「民全体に与えられる大きな喜び」の救い主こそが主なる神様が与えてくださった救い主である。わたしはその救い主をこの目でついに見た。これで私は安心してあなたのもとに行けると待ちに待った救い主とようやく出会った喜びで神様を褒めたたえたのです。　
　聖霊に満たされたシメオンはただ誕生を喜んだのではありません。今自分の腕に抱かれてすやすや眠っている救い主がどのような苦しみに遭わなければならないといけないのか。それと共に母マリアもどんなに苦し負ければいけないのかも語るのでした。それはやがてイエス様がマリアの前で十字架に掛けられて死ななければならない、イエス様の苦しみとマリアの苦しみを予言しているのです。全ての人の罪を背負って十字架に掛けられる救い主、それこそが神様が与えてくださった救い主である。その救い主と出会った喜びをシメオンは全身を使って神様を讃美をしたのです。

3 
　36節以下にアンナという女預言者が幼子イエス様に出会ったことが記されています。彼女は若い時、恐らくはマリアと同じくらいの10代前半に結婚したのですが、7年してまだアンナが20歳ごろに夫に先立たれたのです。それから84才の今までですから、実に60年以上一人で神殿で過ごしたのです。「断食したり祈ったりして」と37節に記されています、この断食も祈りも複数形です。朝に昼に夕に繰り返し繰り返し断食して祈って神様にお仕えする生活をしていたのです。いったい何を祈っていたのか、預言者である彼女ですから救い主誕生をひたすら祈って断食しては祈ってを繰り返していたのです。それを60年以上です。気の遠くなる話です。そしてそれは彼女の生涯を全て神様にお捧げしていたと言っても過言ではありません。
　そんなアンナもまた聖霊に導かれたのでしょう。幼子イエス様を抱くシメオンたちのところに近づいて来て神様を讃美をしたのです。そして、エルサレムの救いを待ち望んでいる人々皆に幼子の事を話したのです。
　アンナが讃美をした内容は聖書に記されていませんので、どんな讃美をしたのかは想像するしかないのですが、恐らくはシメオンと同じような讃美をしたのではないかと思うのです。
　「主よ、今こそあなたは、お言葉どおり／この僕を安らかに去らせてくださいます。
わたしはこの目であなたの救いを見たからです。」（29～30節）　
シメオンが長い長い間救い主と出会うことを待ち望み、ようやく願いが叶えられて救い主と出会い、喜びの内に神様のもとに召されることができる。その大きな喜びをアンナもまた声高らかに讃美をしたのではないかと思います。
38節の「神を讃美し」の「讃美する」は聖書の中でここだけにしか使われていないいわば特殊な単語です。「讃美する」は羊飼いたちや天使たちも讃美をしているのですが、こことは別の単語で表されているのです。ここで38節で「讃美する」と訳されている単語を辞書で引きますと「praise,thank」と記されています。「praise」は「褒めたたえる、讃美する」です。そして「thank」は「thank you」の「thank」ですので「感謝する、ありがとうという」です。ですから、アンナは救い主イエス様と出会って神様を褒めたたえて讃美をしたと同時に、神様に感謝をしたのです。「神様ありがとうございます」と神様に心の底からお礼を言ったのです。「60年以上待ち続け祈り続け断食し続けた救い主とようやく出会うことができた。私はこの目で救いを見た。私はもう何も思い残すことはない。安らかに神様の元に行けるんだ。救い主と出会わせてくださった神様に感謝します。神様ありがとうございます。」
　アンナは全ての人を照らす真の救い主を与えてくださり、その救い主とようやく出会うことができた喜びと感謝を神様にまず表わして、それから周りの人々に伝えたのです。

4 
　この後、シメオンとアンナがどうなったのかは聖書に記されていません。今日の次の段落の41節には「さて、両親は過越祭には毎年エルサレムへ旅をした。」と記されています。過越の祭りの時には毎年ガリラヤのナザレから出てきてエルサレム神殿に礼拝に行ったのです。でも、シメオンとアンナと再会したことは一切記されていません。特にアンナはエルサレム神殿を離れずに祈って断食して過ごしていましたので、エルサレム神殿に行けば会っているはずです。再会を書く必要がなかったので省略したのかもしれませんが、もしかしたらシメオンもアンナも幼子イエス様と出会ってすぐに平安と喜びの内に天に召されたのかもしれません。神様ありがとうございます。神様感謝しますと喜びと感謝の内に何の恐れなく平安の内に召されて行ったのではないかと思うのです。
　私は今日の説教の準備をしていて、アンナの姿と一昨年に召されたNさんのお姿が重なりました。「教会に行きたい。礼拝に行きたい。」それがNさんの一番の願いでした。けれどもなかなか体調が整わず願いは叶いませんでした。Nさんが召される1か月ほど前にNさんからお電話をいただきました。もうかなり御病気が進んで話をするのも大変であろう中お電話をくださいました。
　「わたしができることはイエス様に祈ること。みんなが手をつないで生きていける世界になって欲しいと毎日祈っているの。」「死は怖いものではなくて神様からの最後の恵みだと思っている。色んな苦しみから解放される。ここまでくれば何も怖くない。」Nさんのお声は辛そうですが平安に満ちたお声でした。何かご自分の地上での命の終わりがもうそこまで来ていることを悟っているかのような口ぶりでした。迫りくる死に何の恐れもなくそれどころか死が恵みだとおっしゃり、今私にできることは祈ることと熱心に祈っておられるのです。教会の事、世界の事、みんなが手を繋いで生きていける世界になって欲しいと祈っておられるのです。
　Nさんはお電話で最後にこうおっしゃられました。「先生に出会えて良かった。」私は救い主でもなんでもありませんので、私との出会いを与えてくださった神様に感謝をされたのです。「神様ありがとうございます。神様感謝します。イエス様ありがとうございます。」
Nさんはそれから約一カ月して神様への感謝の内に平安の内に神様の元に召されて行きました。Nさんの喜び、Nさんの感謝、それは何よりもイエス様と出会って救われた喜びです。こんな罪深い私がイエス様に出会った。イエス様は私の罪の贖いのために十字架に掛かってくださった。こんな私が罪赦されて生かされている。もう何も怖くない。死は神様からの最後の恵みです。とイエス様に出会って救われた喜びと神様への感謝の内に平安の内に召されて行ったのです。そのお姿はご家族への証しとなっているのです。
　神様はこの世界に救い主御子イエス・キリストをお遣わしくださいました。全ての人を照らす真の光として私たちのもとにお遣わしくださいました。私たちはこのイエス様と出会ったのです。キリストに出会ったのです。神様は私たちをキリストに出会わせてくださったのです。私たちを導いてキリストに出会わせてくださったのです。こんな罪深い私のためにイエス様は十字架に掛かって死んでくださり、私の罪を赦してくださったのです。復活されて私を永遠の命の道に導いて下さるのです。ですから、キリストと出会った私たちは神様に感謝ができるのです。神様ありがとうございます。と感謝と喜びの内に、そして平安の内にその時が来たら神様の元に召されて行くのです。
　「主よ、今こそあなたは、お言葉どおり／この僕を安らかに去らせてくださいます。」（29節）「神様ありがとうございます。イエス様ありがとうございます。」と感謝をして召されていく幸いが私たちに与えられているのです。私たちはその時まで、礼拝をし、祈り、「私はイエス様に出会った。私はイエス様に救われた。」その救いの喜びを宣べ伝えて、神様から与えられた使命を聖霊の助けをいただいて果たしていきたいと思います。
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